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研究成果の概要： 
看護職のマンパワー不足は、日本ばかりでなく世界的規模で拡大しており、看護職の労働実

態に関する国際共同研究は、重要性を増している。8カ国の産業看護研究者を招聘し、2007 年、

2008 年に 2回の国際会議を開催し、新卒看護職に対する５年間の追跡調査を開始した。２年間

の研究成果は、①研究の枠組みと共通の質問紙の作成と検討、②参加各国でのパイロット調査、

③Web 上でのデータの共有化、④産業看護研究者による国際的ネットワーク化の礎となるコア

グループの形成である。 

 

交付額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2007 年度 2,000,000 600,000 2,600,000 

2008 年度 1,500,000 450,000 1,950,000 

年度  

年度  

  年度  

総 計 3,500,000 1,050,000 4,550,000 

 

研究分野：医歯薬学 

科研費の分科・細目：看護学・地域・老年看護学 

キーワード：産業看護、国際共同研究、労働安全衛生、労働環境、看護師不足、看護労働のグ

ローバル化 

 
１．研究開始当初の背景 

看護職のマンパワー不足は、どの国にお
いても深刻な問題となっているが、今後 10
年間日本を含む多くの国では、急性期・慢
性期・長期療養型医療において深刻な看護
師不足が予測されている。経済のグローバ
ル化に伴う看護師の越境労働の増加等が、
この状況に拍車をかけている傾向もある。
また、国際調査等によると、離職の要因と
して職場での劣悪な労働環境の指摘が指
摘されている。よって、グルーバルな視点
から看護師不足の問題について調査する
ことは、重要である 

 
２．研究の目的 
 本研究は、看護師の流出国ばかりでなく流
入国を含む太平洋沿岸諸国（韓国、フィリ
ピン、タイ、中国、オーストラリア、米国、
日本）、及び、英国の国家間移動と新卒看
護職の労働実態について調査し、看護職の
労働環境、作業環境の身体・精神面への影
響、給与や処遇を含む社会経済的要因と離
職動向について明らかにすることを目的
とした。 

 
 

 



 

 

３．研究の方法 
(1) 研究参加国より研究者を招聘し、研究の

背景と理論的な枠組みの理解を図り、共
通の質問紙を作成する。 

(2) 新卒看護職を対象とした 5年間に渡る追
跡調査による縦断的研究とする。 

(3) データを共有化し国際比較検討の方法
をとり産業看護研究者による研究のネッ
トワーク化を図る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．研究成果 
(1) 国際シンポジウム、2 回の国際ワークシ

ョップを開催した。 
① 参加国の進捗状況の報告 
  研究参加メンバーより、自国の看護・介

護、看護師教育に関する問題点と研究の進
捗状況について報告があった。 

 
米国（Faucett & Laundry ）
  2020 年までには全米において、約 1万人

の看護師が不足することが予測されてい
る。看護師不足は、高齢社会（第 2次大戦
後のベビーブームに生まれた人口層の定
年）と多人種や多言語社会の影響が他の状
況と複雑に絡まり生じている。給与の改善
や看護の専門性についての一般市民への
情報提供を活発にすれば、潜在的な集団を
看護の学部教育への入学生として惹きつ
けることができる。しかし 2008 年には、
406 校の学部で、教員不足（高齢化や給与
の問題）が深刻となり、28,000 人もの学生

が入学できなかった。 
  ICOHN の調査に関する進捗状況は、カナ
ダと UK の看護職のリーダーと接触は図っ
ている。さらに、メリーランド大学やカリ
フォルニア大学の教員とも連絡を取り合
っている。 
 研究費については、Web 上で質問紙によ
るパイロット調査を行う為の資金は獲得
している。よって、パイロット調査のため
の倫理委員会への申請書を現在作成中で
ある。2009 年 7 月までには当該調査を終了
する予定でいる。パイロット調査、研究参
加国における調査終了後には、本調査用紙
を用いて国際的な調査を企画する為に、国
際看護協会と接触を図る準備を進めてい
る。 

Japan
Faucett/07
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香港（Kin）  
  香港は、他の多くの国と同様に看護師の
不足が深刻であり、2007 年の質的研究によ
ると、看護職の労働環境が看護職に離職を
決意させる主な要因であると報告されて
いる。 

Japan
Faucett/07
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 香港での調査は、新卒看護職に対して身
体・心理的労働環境の影響について調査す
る予定である。 
 横断的研究とし、一地方都市の大学の卒
業生をパイロットサンプルとして調査を
行なう。 
調査は 2009 年 9 月に実施予定であり、現
在大学の倫理委員会に申請書を提出して
いる。 

 
タイ（Surintone ） 

 看護師不足は深刻であり、看護師 1人対
し、市街地では人口300、地方では人口1000
の比率である。タイ南部の看護師不足は深
刻であり、タイ政府が奨学金を出し養成を
行なっているが、その結果、年間 80 名だ
った入学生が 200 名と増加し、教員不足も
深刻である。タイ看護協会は、タイ政府の
支援を受け、看護師の処遇等に関するデー
タベースを作成中である。 

 
韓国（June） 
  市街中心地にある病院の 80－90％が私
立の病院であり、看護師不足は深刻ではな
いが、地方においては、看護師不足が深刻
である。地方の市立の病院では、給与が安
い為、外国人看護師（中国系韓国人）を雇
用したり、地方の小さな私立病院では、准
看護師を採用したりしている。また、長期
療養型施設においては、例外的な措置とし
て中国系韓国人を看護助手として採用し
看護師の業務を行なわせており、問題とな
っている。韓国看護協会はこのような状況
に対し反対している。 



 

 

フィリピン（Lily Ann） 
 看護師不足は、地方で深刻であり、中心
市街地は看護師が過剰供給されている。
509 校もの学部で看護師の養成を行ってい
るが、修士課程は 2校しかなく、修士のな
い教員が学部で教えている状況である。国
家試験の合格率は 43％であり、失敗しても
複数回に渡り受験することができる。他国
で看護師としての就業の機会が得られる
為、医師等が看護師の養成プログラムを受
講したりしているが、正規のカリキュラム
を終了しないで国家資格を取得するケー
スもある。 

 
日本（石原） 
  介護現場での人手不足からフィリピン、

インドネシアから看護師を受け入れ、日本
の看護師の国家資格を取得後、主に介護ケ
ア施設等働くことになっている。問題は語
学力であり、国家試験に合格することは、
かなり厳しい状況である。不合格の場合は、
自国に帰国しなければならない。 

  日本人の看護師のストレスやバーンア
ウトは、他の先進諸国（イギリス、米国等）
と比較しかなり高い値となっている。 

 
(2)8 カ国共通の質問紙の開発・作成を行なっ

た 
① 質問紙の構成 
質問紙は、A：あなた自身について、B:あ

なたの所属機関・病院組織について、C:あ
なたの職場の労働環境について、D:職場で
のあなた自身についての４つのセクション
で構成されている。 
本質問紙（原案）の特色は、労働環境が看

護職の健康レベル（身体的・精神的）と雇
用継続／離職動向にどのような影響を及ぼ
しているのかを明らかにできる構造とした
点である。以下は、質問紙の構成内容であ
る（図１．）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１．国際比較の為の質問紙の枠組みと構成 
 

 労働環境 
機能的環境 [労働負荷、裁量権（仕事
コントロール度）、看護業務／非看護業
務、教育・訓練の機会] 
日常生活環境 [休養、休息、交代勤務、
休暇、裁量労働（フレックスタイム）] 
身体的・物理的環境 [筋骨格系への影
響、看護ケア実行時の空間の広さ、身体
侵襲リスク（危険性）] 
人間関係 [医師との協働、上司のリー
ダーシップ・サポート、同僚からのサポ
ート、雇用主と労働安全衛生管理、プレ
セプタープログラム] 

 看護職の身体的・精神的健康レベル 
  作業関連疾患及び労災事故[筋骨格系の

疾患、針刺し事故、転落や暴力による急
性外傷] 
一般的健康状態 
心理的負荷・緊張 [疲労、燃え尽き、
心的疲弊感、過剰適応] 

 離職意図、離職動向 
雇用：安定的雇用、職位と給与 
 個人的因子（基本的属性） 

  年齢、性別、（人種）、身長／体重比（BMI）、
既婚の有無、家族介護・子育て 
教育的背景、職歴、喫煙、飲酒、睡眠 

② Web 上での情報交換と質問紙原案の作成 
 
(3) 質問紙原案に対するパイロット調査を

日本において実施した。その結果に基づ
き質問紙原案の修正を 2008 年のワーク
ショップで実施し、163 項目からなる質
問紙を完成させた。 

 
(4) データの共有化を図る為に、サンフラン

シスコ大学で開発された教育研究用の
Web-site;DIVA 上に本研究のサイトを開
設した 
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